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は し が き

本年度は、市道森南13号線の拡張工事及び市道磐船駅前線建設に伴う発掘調査を実

施しました。これまでの調査では、古墳時代の鍛冶生産遺構を中心に多くの遺構や遺

物を出土いたしましたが、今回の調査では新たに古墳時代前期の竪穴式住居跡が検出

され、当時の集落の様子を知る上において貴重な発見といえると共に交野市内におけ

るこの遺跡の存在の重要性を更に増すものと考えられます。

ここに森遺跡Ⅳの報告書を作成し、地域文化の研究助成の一端を担い、多 くの人に

活用され、郷土の歴史を理解する上で少しでも役立てば幸甚です。

なお調査に際し、市民の皆様方をはじめ関係各機関の方々に心より感謝を申し上げ

ますと共に、今後共文化財保護に対するよリー層のご理解 。ご協力の程よろしくお願

い申し上げます。

平成 4年 3月

交野市教育委員会

教育長  伊藤 史朗
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例

1.本書は、交野市教育委員会が都市計画道路・森南13号線拡張工事及び磐船駅前東

西線建設に伴う事前調査として、平成 3年 4月 15日 から平成 3年 12月 6日 まで発掘

調査を実施した交野市森南 1丁目 287-3番地 。 287-4番地 (H-1、 4区),270-2

番地 (H-2、 3区), 389-3番地 (I区)における発掘調査報告書である。

2.本書は、社会教育課の小川暢子、真鍋成史が作成した。調査補助ならびに整理、

本書の作成にあたっては、阿部誠,井上道代,板野史,魚見大和,柏野勝重,北村

尚博,斉藤登美子,嶋沢聡,近迫静子,中戸寿夫,仲西功夫,平林格,深見輝子,

堀日晃平,森智恵子,安田浩子,好光直子諸氏の協力を得た。

3.森遺跡出上の須恵器、土師器類および大谷北窯出上の須恵器の胎土分析は奈良教

育大学三辻利一教授に依頼し、付章 「森遺跡出上の上師器、須恵器の蛍光X線分析」

を寄稿していただいた。

4.本書における遺物番号は、整理番号をそのまま使用した。

5。 使用した土色及び土器の色調は、「新版標準土色帳」 (農林省農林水産技術会事

務局発行)に よった。

またレベル高は、大阪海抜絶対高で、方位は磁北方位である。
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第 1章 調査に至 る経過

森遺跡は、交野市森南地区に所在する古墳時代を中心とする遺跡である。昭和31年

9月 、現在交野市森南 3丁 目にあたる大門酒造北側の畑地で町道建設に先立つ試掘調

査を行った際、地下約 0.4～ 1.6Mか ら弥生式土器、古墳時代の須恵器、土師器や中

世の瓦器などが発見されたことにより、当地区一帯を森遺跡として埋蔵文化財包蔵地

に指定した。

昭和57年になり、市が建設を予定している都市計画道路・磐船駅前東西線が事業認

可を得た為、事前に試掘調査を行う必要性が生じ、昭和61年 7月 から9月 にかけて15

ヵ所に及ぶ試掘坑を設けたところ、ほぼ全域において遺構・遺物が検出された。更に

多 くの遺構が残存している可能性が高いので昭和63年 より4次にわたって本発掘を実

施した。特に第 3次調査ではJR河 内磐船駅南側で古墳時代の数条の溝・多数の土壊の

他、鍛冶炉を数基発見するなど遺跡の性格を知る上で貴重な資料を得ることができた。

このような結果を踏まえ、同調査地の東側の未調査地 (I調査区)で も関連遺構の

存在が推察され、平成 3年 H月 1日 より同年12月 5日 まで発掘調査を実施した。

一方、本年度より磐船駅前東西線道路に直交する形で走る市道森南13号線を拡張工

事することになり、側溝埋め込み部分にあらかじめ試掘調査を行った。その際やはり

同一層内から遺物が検出された為、道路拡張部分について適宜発掘調査を行うことと

なり、 4月 15日 よりH月 1日 までH調査区 (H-1～H-4調査区)の部分について

調査を行うこととなった。

第 1図  調査地周辺 図
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第2章 地理的・歴史的環境

森遺跡は、交野市森南地区に所在し、その範囲は地区のほぼ全域にわたる。ちょう

ど市内を直交する形で走る」R学研都市線と京阪電鉄交野線の交わるところ、駅名でい

うならば河内磐船駅と河内森駅周辺を中心に、北は岩船小学校の北側、小字名でフナ

ド (船戸)と 呼ばれる地域、南は天田神社に至るまでのあいだ、生駒山系から西側に

のびた尾根の先端から平野部へとなだらかに傾斜する標高30～50Mの丘陵地上の範囲

である。現在、線路敷によって視界を妨げられているが、この地域はかつて平野部を

一望できる見晴らしの良い場所で、また市内を南北に貫く形で流れる天野川の河岸が

す ぐそばまで迫っており、川のもたらす自然の恩恵を受けた肥沃な地域であった。昭

和61年に行った試掘調査の際、地表下約 2Mの位置で腐食した植物を含む灰黒色泥炭

層が現れ、ウルム氷期にまで遡ることが判明したが、当時は葦等の生い茂る沼地であ

ったことが伺える。

一∬

，

Ｆ

大谷北窯跡

森古墳群

夫谷窯跡  29 寺村遺跡  30 車塚古墳群  31 寺古墳群

森遺跡   38 天田神社遺跡

第 2図 森遺跡周辺遺跡分布図

南山遺跡
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森遺跡周辺の遺跡を概観すると、弥生時代後期になると遺跡の東北約 500Mの 尾根

上に竪穴式住居が築かれる (寺遺跡)。 この遺跡はもともと縄文時代の石器を検出し

た遺跡だが弥生時代以降古墳時代、中世にかけて断続的ではあるが、人の生活してい

たことが伺える。またここから奈良県生駒郡高山町傍示へと抜ける山越え道一かいが

け道沿い、標高約 250Mには通信施設が設けられたと考えられており (寺南山遺跡)、

河内と大和を結ぶ重要ポイントにあげることができよう。

古墳時代になると府下で最古の前方後円墳を含む古墳群が当遺跡より東の山中に造

営され (森古墳群)、 また中期には東車塚古墳や日の丸古墳と称される東車塚南古墳

等 5基の古墳群が前川沿いに (車塚古墳群)、 後期には、寺遺跡より東の竜王山中に

群集墳が築かれるのである (寺古墳群)。 更に注目すべき遺跡としてこの山の麓、関

西創価学園校地内では確実に 2つの時期差のある須恵器―古墳時代中期、飛鳥時代―

を専用に生産するために操業された登窯が確認されている (大谷窯址・大谷北窯址)。

なお未確認ではあるが、森遺跡の南、やはり古墳時代を中心とした天田神社遺跡にお

いても溶解した須恵器が出土し、窯の存在が推察される。

また当遺跡が鍛治生産に携わる工人の集落であるという観点から関連遺跡を探すと

清水谷古増や交野郡符跡で鉄達の出十 iノ ているこルがス tギ られるが、その化学組成や

他地域との関連性に関しては「森遺跡Ⅲ」に詳しい。
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第3章 調 査 の 結 果

第 1節 調査の方法と概要

今回調査を行ったH-1～ 4区および 1区の規模については表 1の とおりである。

H-1区

もともとこの地区は横を流れる河川の上手と市道で占められていたため、後世に幾

度も掘削を受けており古墳時代の遺構面にまで達する箇所もあった。調査は事前に側

溝の埋め込み工事の行われる部分 5ヶ 所に 1× lM程度の試掘墳を設け、内、古墳時

代の包含層の確認できた 2ヶ 所の試掘墳の部分を機械掘削によって包含層の部分まで

堀下げ、まず中世の耕作面を検出した。この面は従前の調査によって知られた遺構面

で、記録にとどめた後、更に下層部の古墳時代の遺構面を検出した。遺構としては溝、

柱穴が主で鍛冶生産を匂わす鉄滓が出土している。

H-2区

2区は、旧岩船駐在所のあった所であらかじめ設けた 1× 2M程度の試掘装で古墳

時代の包含層を確認したため本調査を行うことになった。上面は相当後世の掘削を受

けていたが古墳時代の遺構面は残っていた。遺構としては77を数える土装を検出し掘

立柱建物が少なくとも2棟は建っていたと考えられる。

H-3区

3区は、 2区の北側延長部分で 2区 と同様古墳時代の遺構を検出した。地形が北へ

進むに従って下がっており3区の北端と2区の南端では高さ約 0.6Mの開きがある。

この地区では古墳時代前期の竪穴式住居を 3基検出した。隅丸方形・方形の住居であ

った。
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第 3図 H-1区  遺構平面図

第 4図  H-4区  遺構平面図
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第 5図  H-2日 3区 遺構平面図
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H-4区

4区は 1区の西側に拡張した調査区で、 1区の調査結果を踏まえ吉墳時代の遺構面

まで一気に機械掘削を行った。遺構の内容は 1区 とはほとんど変化はみられなっかた

ものの後世の攪乱がはなはだしかた。

地区 所 在 地 用  途 所有者 調 査 期 間 調査面積 備 考

H-1 森南 1丁目287-34 市醜 交野市 1991.4.15～4.17 21.21M2

Ｕ
ユ 森南 1丁目270-2 1991.6.5～ 7.26 86.19M2

Ｕ
ユ 森南 と丁目270-2 1991.7.26～ 8.17 61.13M2

ｕ
ｎ 森南 1丁目287-34 1991.10。 18～11.1 46.12L12

I 森南 1丁目389-3 1991.10。 18～12.6 72.21M2 H研日63年度試掘調査済

第 1表 調査区規模一覧表
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I区

当調査区は平成元年度発掘調査を行ったC調査区の東側に 1段上がった旧耕作地で、

昭和61年度の機械掘削による試掘調査で古墳時代の包含層を検出した部分である。調

査の結果、東西および南北に直交する溝、炭化材を含有した土墳、柱穴を検出した他、

北西隅でフイゴ羽日を投棄したと考えられる溝を発見したため、調査終了後さらに北

側に拡張したところ鍛冶炉を検出した。

ー第 6図  1区遺構平面図

◇⑮
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第 2節 層 序

森遺跡は過去 4次の調査で東西間の基本層序が明らかになっているが、今回の調査

では更に南北間の層序についても資料を提供することができることになった。結果、

南北間においても標高差が13M程あるものの基本的には層位に変化はな く、大きく近

世の耕作上、中世の耕作土と弥生・古墳時代の遺構面といった形を踏襲 している。

4300m―

4200m――

41001n――

―
3700m一

3600m―

3500m――

3400m一

3300m―

3200m――

3100m――

3000m~~

I

Ⅱ

Ⅲ

V

V

Ⅵ

黒褐色土 (旧水田耕作層 )

黄褐色土 (水田床土層 )

暗褐色土

黒褐色土 (中世耕作層 )

淡黄色砂質土 (弥生・古墳遺騰面 )

褐灰色砂質土 (弥生・古墳遺構面 )

第 7図 森遺跡基本土層図

H-2区
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第 3節 遺 構

遺構ごとに説明する。H-1、 4区については同一地区とみなせるので併せて考え

る。

*溝状遺構

oH-1区 、H-4区

検出数 8 軸方向いずれも北東～南西に流れ、これまで検出した溝と同方向。

備考 溝 1・ 5・ 6・ 7で鉄滓出土。

ol区

検出数 3 南北方向 2本と東西方向 1本。西または北へ向かって流れる。

幅×深さ ① l.5× 0。 28M ② l.4× 0.28M ③O.57× 0。 16M

*土装

oH-1区

検出数 5 この内、土装 4よ り椀型滓が出土している。

o2区

検出数 77

住居または倉庫を構成する地区と思われ、復元可能な建物 2棟を含む。土壊68か

らは多量の粘土を出土している。

oH-3区

検出数 55

ほとんどが住居に伴うもので、柱穴になるもののほか注目すべきものに SH-01の

住居の貼床部分の下から、民化材を多く含んだ幅×長さ×深さ 0.93× 0。 80×

0,24Mの上装がある。貯蔵穴の可能性がある。

oH-4区

検出数 12

土墳 2・ 3・ 4は幅×深さが約 0,4× 0.lNO,2Mで さらに西側にのびて建物を構

成する可能性がある。

oI区

検出数 14 調査地南西端の上装 1は周囲に柱穴群が並び覆い屋根のあったこと

-10-



が考えら―れ、上下2層く下層は21つの上接が切り合う。

上唐 ZeXl,15XO.07M 炭化材、筑鰺 く混入。須恵器(上師器出土。埋土は

黒色粘土層。

下膚 0,9X l― .7XO.25M1 0■)X(0,つ 来(0.04)M。

キ_LE―
                   .

いずれも爆土工黒褐色系の結土1又は粘質主で、ほぼ人関の身長に等しい。こ|れまで

の調査結果から東西方向に主鞘をもつものが7割を超えていたが、今回の1調査でも

やはり主軸の方向は東西である。

oH-2区
「
検出数 1.試搬調査時に検出。 |.5X(1-。 つXO,4M 上下2層に分かれる。

oH-3区

検1出数 1 調査区北東隅で検出。断面にかかっているので実際の長さは不明。

-11‐



掘立柱建物群 (H-2区 )

土墳はほぼ全域にわたって出土。特に南側に多い。

復原可能な建物 2棟 桁方向同じ。

oSK-01

主軸 N7° E

規模 東西 3.5× 南北0。 85M。

柱穴 Pl-1.75 -P2-1,75 -P3-0.85 -P4-

W  O,45～ 0.65 W    O。 4     W  O,35      W    O.6

D O,36 D O.2 D O。 13 D O.3

備考 この建物は更に南側に延びるものと思われる。数値はあく

る。

第 8図  SB-01実 測図
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∞ヽ

・
Ｉ
Ｉ

-12-



oSK-02(H-2区 )

主軸 N3° E

規模  4.2X3.15M

柱穴  Pl-1.9 -P2-1.5 -P3-1.65 -P4-2,2 -P5-1.55

WV    O。 38    W    O。 25    W  O。 35～0.54 W    O,35    WV O.32NO.5

D O,19 D O.25 D O。 27 D O。 24 D O。 22

P6-2。 15 -P7-1,4 -P8-2.0 -P5

W    O.38    W  O。 34～ 0。 62 W O。 35～9.52

D  O。 20  D  O,27  D  O.32

Pl-1.8 -P6-2,1 -P3

備考 建物は、 2間 ×2間になり、中央に柱穴をもつことか ら倉庫 と考えられる。

第 9図  SB-02実 測図

日

ｏ
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ｑ
∞
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＋
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１
１

一∪
― u1000Zラ十dO

B―― OP+42000m
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*竪穴式住居群 (H-3区 )

復原可能な住居 3棟 各棟が接近しており同時期に建っていたとは考えられない。

① (SH-01)隅丸方形 周溝の重複する部分より建て替えの可能性あり。 3棟中最

も古い。

主軸 N15° E 規模 4.8× 4.8M

周溝 幅0。 12～ 0,38M× 深さ 0.08～0.18M 北に向かって浅 くなる。

柱穴 4本柱。柱穴間は 5.8N6.OM。

埋± 7.5YR2/2黒 褐色粘質土,10YR3/3暗褐色砂質土

貼床 最大幅 1.6M 最小幅 0。 lM 周溝に沿う形 10YR2/2黒褐色粘質上、10YR

4/4褐色砂質土 床が花闘岩の不安定な面の為に採られた方法であろう。

遺物 床面上では出土せず。

ラ万戸戸
戸″フ

貼床部分 □

0     1m

蝉

一 B′ oP+41100mB一

第 10図  SH-01実 測図
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② (SH-02)方形

主軸 N33° E

規模 3.8× 2.5M(残存長)

周溝 幅×深さ 0。 26× 0.07M 一部のみ確認。

柱穴 6比較的浅く、関連性は見いだせない。

埋±  10YR3/3暗褐色砂質土,10YR3/4暗褐色砂質土礫混じり、 5 YR2/1黒色砂

質土礫混じり。

炉跡 住居内南西部隅で出土。7.5YR2/3極暗褐色砂質土 炭・土器片・ 1セ ンチ

未満の砂粒を含む。幅×深さ 1。 3× 0,3M(残存長)

遺物 埋土内より韓式系土器等出土。

OP+41 300m  c__

SH-02実 測図

-15-
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③ (SH-03)方形

主軸 N10° E

規模  3.8× 3,65M

周溝 幅×深さ 0。 18～0.45× 0。 16～0.19M

柱穴 床面 6 周溝壁面 5

埋±  10YRl.7/1黒 色粘質± 5ミ リ程度の砂粒を含む。

遺物 床面上では出土せず。東側溝内より養底部及び小型壷を検出。

一
Ａ

Ｉ
Ｉ

∞
、　
○
掏
十
卜
岸
ｋ
ｏ
ｏ
ｇ



*土墳 (鍛冶炉) (I区 )

調査区北西拡張部で出土。C調査区土墳 7・ 8と形態を同じくする。

周溝部 幅×深さ0.36～ 0.80 XO。 10～ 0。 50M 北西～南東に向かって浅くなっていく。

南側でフイゴ羽日、鉄滓、甕破片、焼土、炭化材、ガラス状溶解物が出土。

西側の上装内で径×長さ 0。 19× ooo9M 方形の柱状木製品が出上。

中央部 上墳 3基検出。長さX幅 ×深さ①O。 20× 0.18× 0.16M② O。 15× 0。 25×

0.07M③O.24× 0。 19× 0.04M。

盛 土

1)75YR 4/4褐色粘質土層

2)5YR 3/1黒 褐色粘質土層礫混り

く包合層 〉

3)10Y R 2/1黒色粘質土層礫混り

〈包含層 )

4)5YR 17/1黒 色粘土層礫混り

〈包含層 :鉄津多く含む 〉

5)25Y 2/1黒 色粘土層

第 13図  鍛冶炉平面及び北側壁断面図

OP+ 30700m
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*その他の遺構

土装 (H-2区 )

東西0.46× 南北0.46× 深さ0.26M

土装のプランが不明瞭であったた

め遺物出土面から約0.15M程掘り下

げ検出した。

上墳は、この中から検出した土師

器の広日壷を据え置くために故意に

掘られたと思われ、壷自体正立状態

で出上した。日縁部分は検出時当初

から見つからなかったが、頸部が土

器内部に落ち込んでおり上層の上が

堆積する段階で流出したと考えられ

る。

ただ第 4節 出土遺物の項でも触

れたがこの土器頸部の一部が 3区の

竪穴式住居の炉跡からも発見されて

① 5YR 2/1 黒褐色砂質土層 0   10 cm
中

第 14図  土城54実測図

― 〆

OP+43000m

おり、埋土が土器内部の埋土と異なることからこの場合は流出したのではなく炉廃絶

後意図的に割れた土器の本体を 2区の上墳に据えたと考えるのが妥当である。

尚、土器底部には炭化物が少量ながら付着していた。

一働
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第 4節 出土遺物

出土遺物としては、古墳時代前～中期の上器が主で、その他の時代の遺物はほとん

ど検出しなかった。土器以外では石製品、鉄津等があげられる。 (詳細は遺物観察表

を参照)

H-1・ 4区

この地区は溝 1内の遺物が中

心で、土師器の壷・甕・須恵器

の高郷が出上した。特殊なもの 第15図  H-1区  遺物実測図

H-2区

この地区では調査区の南西隅

での土器の出土が多かった。主

に壷・養・高郷が出上しており、

この面での須恵器の出土はない。

またH-3区 と共に鉄岸が全く

見られないこともこの地区の特

色といえよう。

更に興味深いことは、広日壷

がH-3区 の竪穴式住居内の炉

跡からも同一破片が出土してい

ることである。つまり2区で故

意に立てられた壺は 3区の炉が

使用されなくなってから、しか

も割れた状態で置かれたことに

なり甚だ疑間の残る点である。

◎

峯
曜

第16 図 H-4 遺物実測図

10

12

9    7Cm

遺物実測図
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H-3区

この地区は堅穴式住居内から

の土器で成り立っている。住居

は 3棟建っているがこの内復元

できるのはSH-02,03で出土

した土器で、時期的には古墳時

代前期～中期にかけてで、布留

式併行の甕や小型丸底壷、器台

等が出土している。土器の年代

観からでは住居間の時期差はほ

とんどない。

I区

この地区は土墳 1及び鍛冶炉

から出土した土器の占める割合

が高い。

鍛治炉からは古墳時代中期の

須恵器を始めフイゴ羽日、鉄滓

が数多く出上している。一方、

土壊 1は古墳時代中期前半の須

恵器の杯蓋で内側にスタンプ文

を押しているものもあれば、古

墳時代後期の土師器も出土して

いる。

注目したい土器としては製塩

土器片があげられる。

また石製品では砥石が出土し

ている。

第18図  H-3区  遺物実測図

ＩＧ
19    ca                     20

◎21 9 写Cm

I区 遺物実測図

14のみ 9  'Cm
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第4章 ま と め

遺跡の概観

森遺跡はこれまでの調査より5世紀後半～ 7世紀初頭にかけて鍛冶生産を中心とし

た工人集落であると想定してきた。事実、フイゴ羽日、鉄岸、砥石等が多量に出上 し、

これに伴って作業場と住居の分離した掘立柱建物を検出している。

今回の調査でもH-1・ 4区及び I区 といった今までと高度差の変わらない地区で

は出土遺物の内容や時期に関してほとんど差異が認められない。しかしH-1区 と高

度差が12Mも あるH-2・ 3区ではその様相を異にしているといえる。第一に住居跡

と考えている森D, G地区でも鉄滓の出土を見たが当地区では一切出土を見ない。第

2に時期的にみて若千遡る可能性のあること。第 3に建物の構造形態に掘立柱建物と

竪穴式住居の違いのあることがあげられる。

さらにH-2、 3区だけに注目してみた場合でも両区は同一時期の遺構面をもつが

遺構の性格はかなり異なることがわかる。 2区の狭い調査範囲の中から合計77に も及

ぶ土装を検出したのに対し、 3区からは 3基の竪穴式住居を検出した。調査面積が狭

小なためこの地区のみで全てを据えることは危険であるが、少なくとも建物の性格に

区別をつけていたと考えられる。特に 2区のSB-2は 倉庫として機能していた可能

性が高く、水捌けのよいこの地に建てることも納得いくことである。ここでもやはり

一切鉄岸は検出されていない。これらから推測するとこの地区は鍛冶生産を行う遺構

としての可能性は少なく、宅まうことに重点を置いた遺構といえるであろう。

また今年度は昨年度の鍛治関連遺物の金属学的調査にひきつづき古代交野の他地域

との交流を探るべ く、森遺跡出土遺物の胎上分析を依頼 した。なお当遺跡より東に

600m程離れた大谷北窯址では窯体内から溶解した須恵器が出上しており、交野本来

の胎土を知る為に併せて分析をお願いした。付章にてその結果報告を掲載する。
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( )は残存長

番号
遺 構 名 器  種

法 量 (cm)
外
内

土
調

胎
色 焼成 備 考

図版 口径 器高 底径

1 H-1 区
壺  底 部 (3.0)

粗
外 煤 付 着

1

2 H-4 区

溝 1

｝霊

粒
色
色

砂髄黄
粗
浅
灰

軟

5

3

溝 5
重  底 部 (6.3)

粒
色
色

砂髄黄黄

粗
灰
浅

軟お
ｒ

お
ｒ

2

4

溝 l

有 蓋 高 杯
粗 い白色砂粒
灰    色
明 紫 灰 色

堅 須 恵 器
4

5 H-2 区

土 境 52
考堕 86.0)

い
色
色

粗

褐

や
　
赤

や
橙
明

やや軟
黒 班 あ り

14と 同 一

6

南西隅断面
小  壷 (8.6)

粗     い
に ぶ い 橙 色

軟ふ
ｒ

お
ｒ

7

土器集中区
直  口 壺 (10,3

や や 粗 い
淡  黄  色 軟 外 煤 付 着

7

南 側 断 面
小  壺

粗
橙

い
色 堅 黒 班 あ り

9

土器集中区
霊 (17.2)

い
色
色

橙い
灰

ぶ
粗
に
褐

軟

土器集中区
高  杯 20.6 (14.8) (6.7)

粗    い
浅 黄 橙 色 やや彰欠

土器集中区
高  杯

やや粗い クサリ礫含t

にぶい黄橙色
淡  黄  色

やや車欠
11

H-3 区

SH-2
韓 式 系 土 器

い
色

粗
褐い

や
ぶ

や
に 軟 13と 同 一

SH-2
韓 式 系土 器 24.2 (9,0)

い
色
色

粗
褐
褐

い
い

ゃ
ぶ
ぶ

や
に
に

軟

S  H  -  3
霊 (8.51

粗     い
浅 黄 橙 色 やや軟 外 煤 付 着

I 区

土 境 1

亜

い
色
色

粗
橙

橙
い

や
ぶ
黄

や
に
浅

やや宅欠 黒 班 あ り

第 2表 出土遺物観察表
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( )は残存長

番号
遺 構 名 器  種

法 量 (clll) 胎土
色調 外

内
焼成 備 考

図版 口径 器高 底径

I 区

土 壊 1

郭  身 (4.2)
い
色
色

粗
顛

や

　

．
＝
ツ

や
灰
オ

堅緻 須 恵 器

ウ
！

鍛 治 炉
フ イ ゴ羽 口 (8,7)

粗     い
暗 灰 ～ 灰 色 軟

H-1 区

包 含 層
紡  垂  車 滑 石 製

包 含 層
砥  石 2.4

使用面 5面

砂岩

I 区

鍛 冶 炉
用途不明石器 花 聞 岩

溝 2
臼  玉 滑 石 製
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出 上 位  置 鋤C宰 ぐどう
羽口破片数

()は復元可
製 塩 土 器 片 鉄製品破片数|

H-1区 薄4 180

不明 0 1

H――■区 溝1 125

不明 2

第 3層 11,
（
Ｖ

i区   溝 1 1

溝 2 60
・４

輝子3 3

_LE I 100 a 2

鰯 170
船

③

不明 8 1

合 計 725 50 5
Ａ
Ｖ

第3表――
鍛冶関連遺物出土表
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付

森遺跡出上の上師器、須恵器の蛍光X線分析

奈良教育大学 三 辻 利 一

1)は じめに

須恵器は生産地である窯跡が残っているので、化学分析のデータを使って遺跡出土

須恵器を窯跡べ結び付けることはできる。定性的にはRb― Sr分布図上で窯跡へ対応さ

せることはできるが、きちんと対応させるためには、判別分析法という統計的手法の

導入が必要である。

他方、窯跡が残っていない弥生土器や土師器などは須恵器のようには産地推定する

ことはできない。しかし、化学分析のデータを使って、クラスター分析法という統計

的手法で分類することはできる。この分類結果から、如何にして有意な情報を引き出

し得るかという問題がある。たとえば、ロクロ処理、非処理の土師器、赤彩土師器、

黒色土師器、内窯土師器などの製作技法と胎上の間に関係があるかどうか、考古学的

に形式分類された土師器と胎上の間に何らかの関係があるかどうか、さらに、遺跡か

ら出土する弥生土器、土師器は化学分析のデータから何種類程度に分類されるのか、

また、同じ胎上をもつ土器が同時期の近隣の遺跡からどのように出土するのかなどの

多くの有意の情報が引き出されることが期待される。

本報告では森遺跡から出上した土師器、須恵器の蛍光X線分析の結果について報告

する。

2)分析法

すべての上器試料は表面を研磨して付着物を除去したのち、タングステンカーバイ

ド製乳鉢の中で 100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニール製リングを

枠にして、約10ト ンの圧力を加えて固められ、内径20alm、 厚さ3-5 almの 錠剤試料が

作成された。このように形状一定の試料を作成することは、蛍光X線強度の相対比か

ら定量分析を行う蛍光X線分析法にとっては不可欠のことである。したがって、蛍光

X線の相対強度を求めるためには基準となる物質が必要となる。これを標準化試料と

二早
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いう。我が国の地質調査所から配布されている10数種類の岩石標準試料のうち、」G

-1(群馬県産の花筒閃緑岩)が最適の標準化試料として選択された。

蛍光X線の測定には理学電機製の波長分散型螢光X線分析装置、3270型機が使用さ

れた。分析値はすべての元素について、」G-1に よる標準化値で表示された。

3)分析結果

全試料の分析値は表 1に まとめられている。はじめに、須恵器の分析データから説

明する。図 1に須恵器のRb― Sr分布図を示す。この図には大阪陶邑の多数の窯から出

上した約 500点の須恵器の分析値を包合するようにして大阪陶邑領域を示してある。

勿論、この領域は定性的な意味しかもたないが、大阪陶邑産の可能性をもつかどうか

をみる上には役に立つ。血Hを除いて他はすべて大阪陶邑領域に分布しており、大阪

陶邑産の可能性をもつことを示している。ここで、これらが大阪陶邑産と判断できる

かどうかを調べるため、大阪陶邑群の重心からのマハラノビスの汎距離の 2乗値を計

算した。同時に、朝鮮半島のいくつかの陶質土器の窯群からのマハラノビスの汎距離

も計算した。計算結果は表 2に まとめられている。母集団への帰属条件として、D2

(母集団)≦ 10を採集すると、血H、  127の 2点を除いて他の須恵器はすべて、大阪

_陶 邑郡に対してこの条件を満足した。つまり、大阪陶邑群産と判断してもよいという

ことである。Nα Hは どの母集団も_|の条件を満足しム 1ヽの で、産地不明としておいた。

血 127は韓国内の上率里、望星里窯 (慶州)や内谷洞窯 (伽耶地域)に対してはこの

条件を満足したので韓国産とした。大阪陶邑のみならず、韓国の陶質土器の窯に対し

ても帰属条件を満足した場合、表 1では一応、大阪陶邑または韓国産としておいたが、

地元である大阪陶邑を優先した方がよいように思われる。上 うすると、血11、  127の

2点を除いて他はすべて大阪陶邑産の可能性をもつことになる。ただし、堺市から吹

FR市、高糊古支でのかなり広い地域にわたって大阪層群の粘土は分布しており、した

がって、                       すると、これらの須恵器も

大阪陶邑産と推定されることになり、日下のところ、これらと大阪陶邑産の須恵器を

相互識別す乙左迭L二重卓このようなときに、肉限による胎土観察が役に立つかもし

れない。このような訳で、現段階では血H127の 2点を除いて大阪陶邑産の可能性を

もつと推論しておく。

次に、土師器の分析結果について説明する。土師器には窯跡は残っていないので、
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須恵器のように産地を推定する訳にはいかない。まずは分類してみることである。

K、 Ca、 Rb、 Srの 4因子を使ってクラスター分析した結果を図 2に示す。横列には番

号を並べてあるが、これはコンピューターに入力した番号であり、試料番号ではない。

それで、このコンピューター入力番号を試料番号に対応させるため、表 1に試料番号

とともに示してある。縦軸は最短距離法で計算した類似度である。このデンドログラ

ムでは類似したものから順に逐次、 1本の枝に結び付けられていく。そして、類似度

の低いところで谷間が生じる。図 2をみると、大小、さまざまな谷間があることがわ

かる。この谷間の大きいところで区切る訳であるが、どの谷間で区切るかについては

とくに客観的な判断基準はない。それがこの方法の欠点である。それで筆者はRb一 Sr

分布図を参照しつつ、区切ることにしている。まず、図 2で血 2-― 血62を I群とし

て区切ってみた。 I群のRb― Sr分布図を図 3に示す。これらすべての点を包合するよ

うにして、 I群領域を示してある。少し大きすぎるくらいの領域であるが、日下のと

ころ、これ以上細分化するのは難しい。この I群はもっとも数の多い集団であり、森

遺跡にとっては主成分となる土師器である。常 識的には生 成分と
'ミ

嬌土師器がその

遺跡の周辺で作られた土師器と考えられる。

図 2で残りの試料をみてみよう。 1本の枝に結び付けられている点に着目して、

分類 してみた。そのRb― Sr分布図を図 4に示す。

両群ともよくまとまって分布しており、分類が妥当であることを示している。I群に

分類されたものは試料番号にして、血 13、 41、 58、 72,77の 5点であり、Ⅲ群は血 3、

26、 38、 44、 56、 73、 85の 7点である。肉眼観察の結果をみると、I群の血13以外は

森遺跡出土土師器の中の一般的な特性をもP_と いうoこ の点を重視すると、Ⅱ群もII

離の十師暴代>代 に、森潰跡日捌でrtら れた在地産の可能性をもつ。

さらに、デンドログラムでの分類を続けると、血 10、 45を Ⅳ群、血 7-91を V群、

配 6、 101をⅥ群、血23、 42をⅦ群、血24、 96をⅧ群と分類できる。これらの上師器

のRb― Sr分布図を図5に示す。それぞれ、よくまとまって分布しており、分類が妥当

であったことを示している。この結果を肉眼観察の結果と対応

禿類                          も、森遺勘ぬち4土

△邑上塗h垂る。_W~群 と分類された試料番号7(壷≧二亜玉豆質土器注_饂≦暴種不一一

明)の 3点のうちNd 7は 明らかに搬え品 >み ら加てお幼、化学分析のデータからは

する土師器の一般的な胎上ではないという。両方とも
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血35、 98も搬入品である可能性をもつ。

。イ              見

入品と推定される。

Ⅵ群の血24(甕)、 血43(甕 )の うち、血24は肉眼観察でも搬入品であるが、血43

は在地産の可能性をもつという。しかし、化学分析の結果は両者は同じ胎上をもち、

同じところで作られた製品であることを示している。

Ⅷ群の血25(壷)、 98(器種不明)の うち、血25は肉眼観察では在地産であるとい

う。化学分析のデータは血25、 98は 同じ胎土をもち、同じところで作られた可能性を

もつことを示している。

以上の結果、森遺跡の上師器は化学分析の正三夕かう 3群に分類された。そのうち

の主成分であると群は          L」 醒基鑢』進⊇皿能性があるが、 こ

の点については今後、隣接する遺跡から出土する土師器の分析データとも比較しつつ

考察したい。Ⅳ群以下の少数派の土師器は多くは搬入品上推定された。

入品であるかについても、同時期の周辺の多くの遺跡から出土する土師器の分析デー

タをみて考察を進めたい。

また、分類されなかった土師器も20点近 くある。念のため、試料番号を付して各点

をプロットしたRb― Sr分布図を示しておく。図 6には血 1-34、 図 7には血35-68、

図 8に は血69-145の 上師器のRb― Sr分布図を示す。これらの図には各群の示す定性

的な分布領域も示してあるが、どの群の領域からも大きくずれる血 14、 57は外部地域

からの搬入品とみられる。その他、分類されなかった土師器志搬入品の可能性み代つ

が、現段階ではこれ以上のことはいえない。

土師器胎上の研究は未だ、基礎研究の現段階にあるが、

察と対比しつつ、多数のデータを集積することによって、

することができると期待される。

化学分析のデータを肉眼観

土師器の伝播・流通を解明
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試 料 番 号 大 阪 陶 邑 内 谷 洞 望 星 里 上 辛 里 推 定 産 地

No  ll 不   明

大阪陶邑

〃 or韓国産

〃 or韓 国産

″ or韓国産

大阪陶邑

5,7

″ or韓 国産

大阪陶邑

42

4.1 〃 or韓 国産

大阪陶邑

9.0 2.3 韓 国 産

1.1 3.5 大阪陶邑

11

″ or韓 国産

8,7 〃 or韓 国産

11

No 136 7.5 〃 or韓 国産

14 11

7.7

5,3

11

表 2 産地候補地からのマハラノビスの汎距離の 2乗値

-38-



国 Ⅶ



図
版
１,I基:

難
一戦

れ
ヽ 姦

H-1区 全景 (南側から)

H-4区 全景 (北側から)



土境墓 1 広口壺出土状況

図
版
２



●.I幹●i■

1輩艶

一一掛

一一一

機
騨

.=II

塩 :筆饒.1遮

1-|| 1議

牌 ―――
:III:|||

|●■1穂
H-3区 住居群 (南側から)

E・

苗碑
脚

！や

“挫　　一　．

SH-01(西 側か ら)

図
版
８



SH-02(北 側から)

SH-03(ゴヒ根1ん らヽ)

図
版
４



1区 全景

. ―― ■■■●■

(南側から)

鍛冶炉検出状況

図
版
５



9
Ⅶ
国



と
Ⅶ
国



91



交野市埋蔵文化財調査報告 1991

森 遺 跡 Ⅳ

一一―交野市森南所在 ―一一

発 行 日  1992.3

編集・発行  交野市教育委員会

印   刷  lklきホJしし`




